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帝
園
主
埼
が
二
十
世
紀
の
世
界
を
形
成
す
る
決
定
的
な
諸
力
の
一
つ
で

あ
ア
た
こ
と
は
も
は
や
自
明
の
理
で
あ
ろ
う
。
こ
ん
に
ち
帝
闘
主
義
の
諸

問
題
は
、
枇
舎
科
亭
に
と
っ
て
最
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
貼
現
在
内

外
の
政
治
、
経
済
の
雨
同
学
界
を
問
わ
ず
帝
国
主
義
研
究
の
文
献
が
数
多
く

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
れ
ば
現
代
帝
悶
主
義

研
究
に
は
二
通
り
の
分
析
方
法
が
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
一
つ
は
帝

園
主
義
の
古
典
的
時
期
(
一
八
七

O
年
|
一
九
一
四
年
ま
で
)
を
設
定

し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
先
進
閣
の
濁
占
資
本
の
生
成
、
後
展
を
構
治
的

に
究
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
一
つ
に
は
帝
闘
主
義
に
闘
す
る
代
表
的
な
諸

勢
治
討
歴
史
的
、
理
論
一
的
悶
、
さ
ら
に
恩
昼
担
刷

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
第
二
の
帝
図
主
義
の
古
典
曲
第
作
を
再
検
討
す
る
税

貼
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
ま
ず
ウ
イ
ン
ズ
ロ
l
の
論
稿
お
よ

び
勢
作
「
帝
国
主
義
の
型
」
を
と
り
あ
げ
、
彼
の
型
規
定
に
し
た
が
っ
て

紹
介
し
、
同
時
に
か
か
る
型
規
定
を
必
然
化
す
る
彼
の
論
理
の
快
陪
を
指

摘
し
、
つ
ぎ
に
彼
の
い
う
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
脅
園
主
義
論
」
の
撃
読
史

的
理
解
の
限
界
を
つ
き
と
め
て
み
た
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
一
九
世
紀
末
期
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
世

界
の
主
要
な
資
本
主
義
諸
図
が
自
由
競
争
を
典
型
と
す
る
産
業
資
本
主
義

か
・
ら
粗
鋼
占
資
本
主
義
に
縛
化
し
た
こ
と
は
一
般
的
に
し
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
期
に
お
け
る
先
進
闘
と
後
進
園
と
の
政
治
経
済
的
諸
聞
係
は
最
も
弘
前

か
怜
な
闘
係
を
示
し
た
。
つ
ま
り
現
象
的
に
は
先
進
閣
は
後
進
固
に
た
い

し
て
安
債
な
原
料
資
源
、
資
本
投
資
の
捌
け
口
、
工
業
製
品
市
場
の
無
制

限
な
要
求
獲
得
が
み
ら
れ
た
。
か
か
る
過
程
を
ホ
ブ
ソ
ン
は
一
九

O
二
年

に
「
帝
園
主
義
論
」
の
中
で
示
し
、
と
く
に
先
進
園
民
に
J
U
J
後
進
図
の

搾
取
、
先
進
園
民
に
お
け
る
「
寄
生
主
義
の
殻
蓬
」
を
の
べ
た
。
ま
た
ヒ

ル
フ
ァ
l
デ
ィ
ン
グ
は
、
か
か
る
現
象
の
内
的
構
、
造
に
観
鮎
を
む
け
、
帝

園
主
義
は
い
わ
ば
金
融
資
本
か
ら
後
生
す
る
も
の
で
あ
り
、

E
大
な
金
融

濁
占
髄
が
最
大
の
利
潤
を
め
ざ
し
て
世
界
的
に
闘
争
す
る
こ
と
か
ら
必
然

的
に
生
れ
る
も
の
だ
と
の
べ
た
。
さ
ら
に
レ
1
ニ
ン
は
、
資
本
主
義
の
最

高
の
段
階
と
し
て
の
帝
園
主
義
を
把
握
し
、
そ
の
五
つ
の
基
本
的
特
徴
、

L
生
産
の
集
積
、
集
中
|
|
濁
占
、

Z
銀
行
資
本
と
生
産
資
本
と
の
融
合

|
|
こ
の
金
融
資
本
と
を
基
礎
と
す
る
金
融
寡
頭
制
の
形
成
、
&
資
本
輪

出
の
重
要
性
、

A
H
園
際
猫
占
的
資
本
家
一
闘
剛
胞
の
形
成
、
ー
領
土
的
分
割
の

完
了
を
明
示
し
た
。

か
か
る
古
典
的
「
帝
国
主
義
論
」
を

E
星
と
し
て
、
そ
の
周
囲
に
多
く

の
「
一
帝
園
主
義
論
」
の
術
星
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
帝
図
主
義
論
」

の
諮
労
作
を
嘗
時
の
祉
舎
、
経
済
的
背
景
の
中
で
、
経
済
率
史
的
に
、
思
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想
史
的
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
、
は
じ
め
に
か
い
た
第
二
の
課
題

に
答
え
る
有
力
な
論
擦
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
事
で
政
治
・

経
済
亭
を
専
攻
し
、
永
い
問
、
帝
図
主
義
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
る
ウ
イ

ン
ズ
ロ

1
教
授
は
、
直
接
的
に
第
二
の
問
題
意
識
か
ら
で
は
な
く
、
権
力

問
題
を
攻
治
皐
的
に
明
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
帝
図
主
義
論
の

型
規
定
に
た
い
し

τは
事
史
的
に
問
題
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に

紹
介
し
論
評
す
る
こ
と
に
す
る
。

研究/

彼
は
ま
ず
一
帝
園
主
義
に
か
ん
す
る
諸
見
解
を
つ
ぎ
の
四
つ
の
型
に
わ
け

で
展
開
す
る
o

(

一
〉
マ
ル
ク
ス
主
義
的
帝
園
主
義
論
、
(
二
)
自
由
主
義

的
帝
国
主
義
論
、

2
U
経
済
的
帝
園
主
義
を
め
ぐ
る
膝
史
家
た
ち
の
帝

園
主
議
論
、
(
四
)
枇
曾
率
的
一
帝
図
主
義
論
で
あ
る
。

第
一
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
↓
帝
園
主
義
論
に
つ
い
て
は
現
代
帝
一
因
主
義
が

資
本
主
義
を
基
盤
に
し
て
成
立
す
る
貼
で
原
則
的
に
一
致
し
て
い
る
が
、

多
く
の
論
者
は
臭
っ
た
帝
園
主
義
論
を
展
開
す
る
と
い
う
。
そ
の
代
表
的

な
人
と
し
て
カ
ウ
ツ
キ
l
、
ロ

1
ザ
、
パ
ヲ
ア
1
、
ヒ
ル
フ
ァ

1
デ
ィ
ン

グ
、
レ

1
ニ
ン
、
ロ

l
ラ
、
パ
プ
ロ
グ
ィ
ッ
チ
等
を
あ
げ
る
。
つ
ぎ
に
帝

図
主
義
は
資
本
主
義
の
「
政
策
」
か
、
「
段
階
」
か
作
な
っ
て
一
一
わ
)
に
わ

か
れ
る
。
「
政
策
」
の
立
場
を
と
る
の
が
カ
ウ
ツ
キ

l
、
バ
ウ
ア
l
、
ヒ

ル
フ
ァ

1
デ
ィ
ン
グ
等
の
「
帝
国
主
義
論
」
で
あ
り
、
「
段
階
」
と
す
る
立

場
が
、
ロ

1
ザ
、
レ

1
ニ
ン
の
「
帝
園
主
義
論
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

黙
ウ
イ
ン
ズ
ロ

l
は
深
い
論
争
鮎
を
何
ら
提
出
せ
ず
に
と
り
あ
げ
る
。
さ

ら
に
一
帝
一
園
主
義
の
支
配
的
要
因
を
産
業
資
本
に
求
め
る
も
の
が
カ
ウ
ツ
キ
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ー
で
、
金
融
資
本
に
求
め
る
も
の
が
ヒ
ル
フ
ァ

1
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
い

っ
て
い
る
。
第
一
の
型
に
つ
い
て
い
う
と
帝
国
主
義
は
資
本
主
義
の
過
剰

生
産
に
も
と
づ
く
鮎
を
重
視
す
る
。
こ
の
立
場
が
ロ

l
ラ
夫
人
で
あ
る
。

こ
の
ロ

l
ラ
が
レ

l

ニ
ン
を
ヒ
ル
フ
ァ
l
デ
ィ
ン
グ
の
「
俗
流
化
」
で
あ

り
単
に
濁
占
を
強
調
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
ヮ
て
、
ウ
イ
ン
ズ
ロ
ー

は
無
批
判
的
に
と
り
あ
げ
、
ロ
ー
ラ
と
ロ

l
ザ
と
は
「
品
別
生
産
」
の
面

で
共
通
鮎
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
パ
プ
ロ
グ
ィ
ッ
チ
は
、
マ
ル
ク

ス
主
義
的
一
帝
園
主
義
論
に
属
す
る
が
レ

1
ニ
ン
の
定
式
化
に
は
批
判
的
で

あ
る
。
帝
園
主
義
の
問
題
の
核
心
は
濁
占
一
般
で
な
く
鍛
鋼
業
で
の
濁
占

で
あ
り
、
帝
国
主
義
は
、
大
企
業
の
支
配
的
部
門
の
獅
占
か
ら
お
こ
る
見

解
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ウ
イ
ン
ズ
ロ

l
の
マ
ル
ク
ス
的
帝
園

主
義
論
理
解
は
、
(
「
一
帝
一
閣
主
義
の
型
」
で
詳
し
く
み
ら
れ
る
が
)
一
面
的

で
あ
り
、
と
り
わ
け
ウ
イ
ン
ズ
ロ
ー
が
レ

1
ニ
ン
の
「
帝
国
主
義
論
」
を

主
髄
的
に
う
け
と
め
て
い
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

第
二
の
自
由
主
義
的
-
帝
園
主
義
論
を
と
く
代
表
的
な
論
者
は
、

J
・

A
-
ホ
プ
ソ
ン
で
あ
る
と
い
う
。
ホ
プ
ソ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
帝

園
主
義
は
過
少
泊
費
、
過
剰
貯
蓄
に
も
と
づ
く
所
得
分
配
の
不
卒
等
に
起

因
す
る
か
ら
、
こ
の
不
卒
等
を
除
去
す
れ
ば
一
帝
国
主
義
は
消
滅
し
、
し
た

が
っ
て
全
資
本
主
義
値
制
を
革
命
的
に
で
な
く
改
良
的
に
獲
卒
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
見
地
に
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
自
由
主
義
者
の
見
解
は
こ
れ
に
近
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

第
三
一
に
経
済
的
帝
闘
主
義
を
め
ぐ
ヮ
て
の
歴
史
家
た
ち
の
見
解
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
第
二
の
ホ
ブ
ソ
ン
的
考
え
と
多
く
の
鮎
で
共
通
性
を
も
っ
て

い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
第
二
と
第
三
を
結
び
つ
け
て
よ
ん
で
も
よ
い
。
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う
こ
と
で
ウ
イ
ン
ズ
ロ

I
は
、
ム

1

4
、
パ

l
ン
刈
、
マ
ロ

1
、
ナ
イ
問
、

制

(

5

2

)

3

)

れ
、
】
一
ア
リ
ン
グ
、
フ
リ
1
メ
ン
、
ホ

1
、
グ
ェ
、
ヵ
ル
パ

l
ト
ソ
ン
、
フ
ォ
ル

ク
ナ
ゅ
等
の
見
解
を
か
ん
た
ん
に
あ
げ
て
い
る
。
グ
怪
史
家
た
ち
H
H

と
い

う
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
お
よ
び
自
由
主
義
の
両
陣
営
に
系
譜
上
所
属
じ
な
、

い
し
、
ま
た
方
法
論
も
も
た
ず
に
資
本
主
義
の
端
技
展
を
現
象
的
に
賓
詮
的

に
歴
史
分
析
を
し
て
ゆ
く
立
場
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
に
も
拘
ら

ず
ま
ず
帝
閥
主
義
の
一
原
因
と
し
て
園
内
に
お
け
る
過
剰
生
産
物
、
過
剰

資
本
を
あ
げ
、
こ
れ
が
必
然
的
に
閣
外
に
捌
け
口
を
求
め
る
見
解
を
一
示
す

貼
、
ホ
プ
ソ
ン
的
と
解
し
て
も
よ
い
。
こ
の
系
列
に
属
す
る
も
の
が
ム
ー

ン
、
パ

I
ン
ズ
、
ホ

1
グ
ミ
カ
ル
パ

1
ト
ン
等
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
帝
闘

主
義
を
近
代
資
本
主
義
一
般
と
同
じ
内
容
と
し
て
考
え
る
ク
ノ

1
的
見
解

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
「
資
本
主
義
の
輪
出
展
は
不
可
避
で
あ
り
、

進
歩
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
-
帝
一
園
主
義
も
ま
た
進
歩
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
ま

た
わ
れ
わ
れ
は
帝
闘
主
義
の
前
に
う
や
う
や
し
く
ひ
ざ
ま
づ
き
、
こ
れ
を

躍
さ
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
貼
に
特
徴
的
に
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち

ニ
ア
リ
ン
グ
、
フ
リ
1
7
ン
、
カ
ル
パ

l
ト
ソ
ン
の
諸
著
作
が
こ
れ
で
あ

る
。
第
三
の
見
解
の
う
ち
?
ロ

1
夫
人
の
見
解
は
若
干
呉
な
る
。
彼
女
は

債
務
園
の
諸
依
件
へ
の
政
府
の
干
渉
を
良
正
帝
閥
主
義
の
必
然
的
特
徴
と

み
な
す
。
同
様
に
ジ
ェ
ン
九
一
利
、
ナ
イ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
-
帝
園
主
義
の
聞
に
は
基
本
的
な
共
通
鮎
よ
り
、
多
く
の
相
違
鮎
が
み
ら

れ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
と
西
欧
と
の
風
土
的
相
違
か
ら
帝
図
主

義
の
性
格
の
相
濯
を
見
出
す
、
第
三
の
見
解
は
多
種
多
様
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
第
四
の
枇
曾
率
的
帝
闘
主
義
論
で
あ
る
が
、
こ
の
立
場
の
代

表
的
見
解
は
シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
ウ
イ
ン
ズ
ロ

l
は
経
済
的
帝
閤
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主
義
論
と
闘
連
づ
け
て
、
最
も
新
し
い
野
心
的
な
特
筆
す
る
償
値
の
あ
る

帝
国
主
義
論
叙
述
の
鍵
が
、
こ
の
シ
ュ
ン
ベ

1
タ
1
の
帝
闘
主
義
論
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ン
ベ

l
タ
l
は
、
「
帝
闘

主
義
は
い
わ
ば
隔
世
遁
俸
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
帝
闘
主
義
は
、
「
現
在
の

生
活
環
境
か
ら
生
れ
て
く
る
要
素
で
は
な
く
、
過
去
の
生
活
環
境
か
ら
生

れ
て
く
る
要
素
で
あ
る
。
経
済
史
観
的
に
こ
れ
を
言
え
ば
、
現
在
の
生
産

関
係
か
ら
生
れ
る
要
素
で
は
な
く
、
過
去
の
生
産
開
係
か
ら
生
れ
る
要
素

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
枇
曾
構
造
の
一
隔
世
遺
停
で
あ
り
、
感
情
的
反
感
に
か

ん
す
る
個
人
的
、
心
理
的
慣
習
の
隔
世
遺
体
で
あ
る
」
こ
の
観
鮎
に
立
っ

て
シ
ュ
ン
ベ

l
タ
l
の
銭
述
を
、
さ
ら
に
「
帝
閣
主
義
の
論
稿
」
の
中
で
、

詳
細
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
ウ
イ
ン
ズ
ロ

1
自
身
、
こ
の
立
場
に
宇
ば
完

全
に
浪
人
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
シ
ュ
ン
ベ

ー
タ
l
の
定
義
に
も
と
づ
い
て
、
帝
悶
主
義
は
図
家
の
際
限
な
く
繍
張
を

強
行
し
よ
う
と
す
る
無
目
的
な
素
質
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

彼
に
よ
れ
ば
民
族
的
統
て
よ
り
良
い
経
済
的
ま
た
は
物
質
的
利
盆
、
海

外
へ
の
出
口
等
の
具
髄
的
目
的
を
一
定
期
間
追
求
す
る
園
家
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
は
帝
闘
主
義
で
な
い
と
い
う
。
帝
闘
主
義
と
資
本
主
義
と
の
闘
係
に

お
い
て
も
、
シ
ュ

ν
ベ
l
タ
1
に
し
た
が
っ
て
「
純
粋
に
資
本
主
義
的
な

土
壌
の
上
に
は
帝
閣
主
義
的
衝
動
は
育
ち
に
く
い
」
と
の
べ
る
。
す
な
わ

ち
そ
れ
は
封
建
的
経
袷
か
ら
解
放
さ
れ
、
民
主
主
義
、
合
理
主
義
の
勝
利

し
た
産
業
枇
舎
に
は
帝
国
主
義
は
後
生
し
な
い
と
い
う
ひ
そ
う
な
見
解
を

露
呈
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
ウ
イ
ン
ズ
ロ

l
の
論
稿
、
著
作
の
中
で
展
開
し
て
い
る
帝
図
主
義

の
四
つ
の
型
を
素
描
的
に
の
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
髄
駒
内
容
、
さ
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ら
に
か
か
る
四
つ
の
型
規
定
を
必
然
化
し
て
い
る
論
理
を
追
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
徐
裕
が
な
い
の
で
、
ウ
イ
ン
ズ
ロ

l
の

論
理
の
扶
陥
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
彼
は
四
つ
の
型
が
成
立
す
る
背
長
を

完
全
に
無
税
し

τい
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
帝
園
主
義
の
古

典
的
時
期
の
枇
舎
・
経
桝
的
背
景
、
英
、
猫
、
米
、
備
の
各
資
本
主
義
の

閣
際
的
資
本
の
封
抗
、
競
争
、
同
盟
‘
矛
盾
の
問
題
に
、
い
か
に
劉
決
し
.

て
帝
園
主
義
輸
を
展
開
し
た
か
と
い
う
浪
求
な
し
に
、
多
く
の
一
帝
国
主
義

研
究
者
の
タ
イ
プ
の
特
徴
を
羅
列
的
に
分
類
し
て
、
郡
一
規
定
を
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
問
題
は
帝
図
主
義
輸
の
生
れ
て
く
る
必
然
性
を
解
明
す
る
中

で
、
各
帝
図
主
義
研
究
者
の
グ
ィ
ジ
ョ
ン
を
鮮
明
に
拙
き
、
帝
閤
主
義
論

の
理
論
的
、
歴
史
的
諸
問
題
の
典
型
を
指
摘
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ

る
。
そ
の
上
で
、
四
つ

ρ型
の
帝
国
主
義
論
の
主
要
特
徴
を
明
示
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
第
一
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
帝
国
主
義
論
、
さ
ら

に
は
経
済
的
帝
図
主
義
論
の
内
容
把
握
も
不
充
分
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ

の
黙
は
さ
ら
に
帝
図
主
義
論
の
経
済
事
説
貯
的
解
明
の
貼
で
も
、
そ
の
卦

闘
は
評
債
で
き
て
も
、
問
題
意
識
は
皐
線
的
取
り
あ
げ
方
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
一
帝
園
主
義
論
の
古
典
的
諸
持
作
で
あ
る
ホ
プ
ソ
ン
の
「
帝
閤
主

義
論
」
、
ヒ
ル
フ
ァ

l
デ
ィ
ン
グ
の
「
金
融
資
本
論
」
、
レ

l

ユ
ン
の
「
帝

園
主
義
論
」
等
の
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
論
史
上
の
巨
星
を
把
握
す
る
昨
抗
日

史
的
位
置
づ
け
が
見
失
わ
れ
る
快
陥
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ

の
一
例
化
し
て
「
帝
園
主
義
の
型
」
で
の
問
題
を
三
恥
に
要
約
し
て
の
べ

て
み
よ
当
コ
。
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第
一
は
、
ス
ミ
ス
、
マ
ル
サ
ス
、
シ
ス
号
ン
デ
ィ
、
セ
イ
、
り
カ
ー
ド

ゥ
、
マ
ル
ク
ス
、
ホ
プ
ソ
ン
等
に
よ
り
一
帝
園
主
義
輸
の
経
繍
的
基
礎
が
ど

う
理
解
さ
れ
て
き
た
か
、
こ
れ
ら
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を

明
示
す
る
こ
と
。

第
二
に
マ
ル
ク
ス
理
論
の
中
に
近
代
的
帝
国
主
義
論
の
繍
穿
的
規
鮎
が

用
意
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

第
三
に
、
マ
ル
ク
ス
の
後
継
者
た
ち
は
帝
国
主
義
輸
を
ど
う
展
開
し
た

か
。
〈
こ
の
類
型
化
は
、
本
稿
の
前
記
の
第
一
の
型
で
ふ
れ
た
。
)

つ
ま
り
第
三
の
問
題
を
明
示
す
る
た
め
、
第
一
、
第
二
の
形
で
迫
求
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
か
か
る
問
題
の
提
出
の
仕
方
に
も
異
論
を
も
つ
が
一

臆
、
三
つ
の
問
題
を
簡
単
に
素
描
し
て
み
よ
う
。
第
一
の
貼
に
つ
い
て
み

る
と
、
ゥ
イ
ン
ズ
ロ

1
は
、
ス
ミ
ス
が
岡
際
貿
易
の
障
害
、
植
民
地
獄
占

の
シ
ス
テ
ム
に
反
封
L
、
貿
易
の
自
由
と
進
歩
し
た
植
民
地
政
策
を
主
張

し
、
所
喧
比
重
商
主
義
論
を
作
る
の
に
重
要
な
役
剖
を
呆
し
、
そ
れ
が
十

九
世
紀
の
反
帝
園
主
義
の
見
解
に
な
っ
た
こ
与
を
の
べ
、
だ
が
ス
ミ
ス
に

は
、
自
由
競
争
の
原
理
を
前
面
に
お
し
だ
し
、
過
剰
生
産
、
過
少
消
費
の

展
開
は
な
か
っ
た
と
い
い
、
し
か
る
に
、
そ
の
後
の
経
済
事
者
た
ち
が
、

ス
ミ
ス
の
「
園
富
論
」
に
従
っ
て
経
済
理
論
を
作
る
揚
合
、
つ
ぎ
の
二
つ

の
思
想
的
傾
向
が
生
れ
て
き
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
一
つ
は
経
済
的
帝
国

主
義
に
た
い
し
て
消
極
骨
骨
骨
を
示
し
た
。
そ
の
著
し
い
も
の
が
セ
イ
と

リ
カ
ー
ド
ウ
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
リ
カ
l
ド
ウ
は
資
本
主
義
は
完
全

な
均
衡
を
保
ち
う
る
か
ら
過
少
消
費
は
資
本
主
義
の
生
命
を
決
す
る
僚
件

に
は
な
ら
な
い
と
い
い
、
セ
イ
は
有
名
な
販
路
理
論
に
し
た
が
い
植
民
地

は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
正
し
い
経
済
政
策
が
施
行
さ
れ
れ
ば
消
滅
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す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
揚
に
た
つ
と
い
う
。
二
つ
に
は
経
済
的
帝

国
主
義
論
に
た
い
し
て
積
極
的
傾
向
を
示
し
た
も
の
と
し
て
シ
ス
号
ン
デ

ィ
、
マ
ル
サ
ス
を
あ
げ
る
。
彼
ら
は
資
本
主
義
が
過
少
消
費
か
ら
必
然
的

に
植
民
地
獲
得
の
方
向
に
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
園
の

経
桝
調
和
で
は
満
足
せ
ず
外
図
へ
の
鏑
張
を
主
張
す
る
側
面
が
あ
る
と
い

益
司
J

。

第一説第四十巻

こ
れ
ら
こ
っ
の
傾
向
が
経
済
的
帝
園
主
義
論
の
歴
史
的
起
源
で
あ
り
、

そ
し
て
マ
ル
ク
ス
が
第
一
の
経
済
的
帝
園
主
義
の
消
極
的
傾
向
の
系
譜
に

つ
な
が
り
、
ホ
グ
ソ
ン
が
第
二
の
積
極
的
傾
向
の
系
譜
に
つ
な
が
る
と
い

い
、
そ
し
て
経
済
的
帝
園
主
義
の
基
礎
を
確
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
0

・
次
に
問
題
の
第
二
鮎
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ウ
イ
ン
ズ
ロ
1

は
帝
岡
主

義
の
鍵
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
は
、
現
代
一
帝
図
主
義

の
経
済
的
分
析
に
は
外
因
貿
易
と
金
融
の
雨
面
を
排
除
す
る
資
本
主
義
務

展
の
理
論
は
意
味
が
な
い
と
い
い
、
マ
ル
ク
ス
に
は
資
本
主
義
に
と
っ
て

外
闘
貿
易
が
非
本
質
的
で
あ
り
、
信
用
の
役
割
を
軽
視
す
る
と
い
う
考
え

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
に
も
拘
ら
ず
マ
ル
ク
ス
は
外
園
貿
易
に
つ

い
て
〈
1
)
利
潤
準
低
下
傾
向
の
理
論
、
(

2

)

過
少
消
費
設
の
見
解
を

と
っ
て
い
た
と
い
い
、
乙
の
〈
1
)
と
(

2

)

が
相
互
に
矛
盾
す
る
と
し
、

と
も
に
後
継
者
た
ち
に
よ
り
一
帝
国
主
義
論
の
た
め
の
理
論
的
基
礎
と
し
て

う
け
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
ウ
イ
ン
ズ
ロ
ー
は
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
彼
に
よ
れ
ば
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
論
の
抽
象
牲
は
無
視
さ
れ
て

。

し
ま
い
、
「
マ
ル
ク
ス
の
よ
う
な
再
生
産
論
の
展
開
な
ら
ば
資
本
主
義
は

自
己
均
衡
的
機
構
」
で
あ
る
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
結
局
セ
ィ
、
リ
カ
ー
ド

ウ
の
系
譜
に
づ
ら
な
り
い
わ
ゆ
る
「
均
衡
論
者
」
と
し
て
う
け
と
る
の
で

一橋論議

あ
る
。
ま
た
大
臓
に
も
彼
は
マ
ル
ク
ス
は
帝
園
主
義
の
原
因
で
果
す
信
用

の
役
割
を
軽
視
し
た
と
い
い
、
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
後
継
者
た
ち
の

或
る
も
の
は
マ
ル
ク
ス
理
論
の
中
に
帝
図
主
義
の
鍵
を
探
し
求
め
、
「
均

衡
論
」
を
か
つ
ぎ
、
或
る
も
の
は
帝
国
主
義
は
金
融
資
本
の
政
策
と
み
な

し
た
と
い
う
。
こ
の
貼
ウ
イ
ン
ズ
ロ

1
が
「
資
木
論
」
大
系
と
「
帝
園
主

、
、
、
、
、

義
論
」
と
の
閥
係
の
理
論
的
諸
問
題
を
い
か
に
安
易
に
素
通
り
し
て
い
る

か
が
わ
か
る
で
あ
る
う
。
と
も
あ
れ
第
三
の
問
題
鮎
と
し
て
マ
ル
ク
ス
の

後
継
者
た
ち
に
は
二
つ
の
主
要
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
し
て
帝
国
主
義
を

は
じ
め
に
か
い
た
よ
う
に
「
段
階
」
と
「
政
策
」
の
雨
面
か
ら
把
医
す

る
。
す
な
わ
ち
ま
え
に
も
ふ
れ
た
が
ヒ
ル
フ
ァ

1
デ
ィ
ン
グ
は
資
本
主
義

的
扱
張
を
政
策
の
形
態
に
還
元
し
、
ロ
i
ザ
は
帝
園
主
義
を
資
本
主
義
殻

展
の
不
可
避
的
段
階
た
ら
し
め
る
資
本
主
義
の
披
張
の
必
然
性
を
明
ら
か

に
す
る
立
場
に
た
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
確
に
い
え
る
こ
と

は
、
ウ
イ
ン
ズ
ロ

l
の
意
圏
は
ヒ
ル
フ
ァ

1
デ
ィ
ン
グ
が
均
衡
の
飽
系
と

し
て
現
代
資
本
主
義
を
把
握
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て

セ
ィ
、
リ
カ

1
ド
、
マ
ル
ク
ス
の
系
譜
に
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
経
済
理
論

と
帝
国
主
義
と
の
聞
に
必
然
的
漣
闘
が
な
い
。
だ
が
ロ

1
ザ
の
場
合
に

は
、
こ
れ
と
正
反
封
の
こ
と
が
い
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
ウ

イ
ン
ズ
ロ

1
は
資
本
主
義
の
経
済
理
論
そ
れ
自
髄
の
中
か
ら
帝
園
主
義
政

策
の
必
然
牲
を
論
設
す
べ
き
だ
と
い
万
鮎
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
だ

が
こ
の
貼
ウ
イ
ン
ズ
ロ

1
の
積
極
的
理
論
の
展
開
は
な
い
と
い
え
る
。
し

た
が
っ
て
「
帝
国
主
義
論
」
の
「
経
済
事
史
」
的
究
明
も
、
こ
の
よ
う
に

結
局
は
不
成
功
に
終
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
帝
園
主
義
論
史
」
を
究
明
す
る
場
合
、
最
も
重
要
な
の
は
各
タ
イ
プ
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の
あ
れ
も
こ
れ
も
の
平
面
的
指
摘
で
は
な
く
問
題
は
、
コ
帝
国
主
義
論
」

の
研
究
者
た
ち
が
、
脅
圃
主
義
段
階
に
お
け
る
資
本
主
義
的
詩
閥
係
の
基

本
的
特
徴
を
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
う
理
論
を
展
開
し
て
い
る
か
を

そ
の
官
時
の
祉
曾
経
済
・
政
治
の
後
民
過
程
で
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
鮎
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
主
義
的
帝
国
主
義
論
の
研
究
者
た
ち
が
、
帝
園

主
義
段
階
で
の
資
本
諸
闘
係
を
、
農
業
と
工
業
の
稜
展
の
問
題
、
株
式
曾

位
、
金
融
資
本
、
濁
占
の
成
立
と
殻
展
、
景
気
費
動
の
様
相
、
商
品
、
資

本
の
輸
出
、
軍
備
の
抜
大
と
戦
争
の
危
機
、
園
際
濁
占
値
の
矛
盾
と
同
盟

等
の
形
で
究
明
し
、
労
働
運
動
の
政
治
化
の
必
然
性
に
い
か
に
明
確
な
洞

察
力
と
展
望
を
問
問
え
た
か
を
諭
詮
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
彼
ら
の
思
想

史
像
を
董
き
だ
す
こ
と
が
、
現
代
に
つ
ら
な
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
一
つ
に
は
彼
ら
の
正
統
滋
と
修
正
滋
の
論
争
史
を
、
立
般
的
に
構
成
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
で
省
時
の
問
題
が
何
で
あ
?
た
か
、
そ
の
解
決

の
方
向
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に
そ
れ
を
核
心
に
し
て
把
握
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
そ
れ
ら
が
こ
ん
に
ち
の
問
題
に
ど
う
継
承
さ
れ
て
い
る

か
、
こ
の
貼
、
本
稿
の
第
一
の
型
把
握
で
も
素
通
り
し
て
い
る
と
い
わ
ね

円

引

)

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
ウ
イ
ン
ズ
ロ

l
に
求
め
る
の
は
無
理
な
の
で
あ
る

B
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)
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書
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で
、
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に
か
ん
す
る
一
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
見

解
」
と
い
う
章
を
も
う
け
帝
国
主
義
に
鋭
い
観
察
を
興
え
て
い
る
。
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2

)

マ
h
y

ク
ス
主
義
か
ら
の
帝
園
主
義
論
の
再
検
討
と
し
て
畢
設
展
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撃
を
明
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
佐
藤
金
三
郎
・
伊
藤
光
晴
「
経
済

事
界
の
展
望
」
(
「
思
想
」
一
九
五
七
年
十
一
月
蛾
)
が
あ
る
。
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B国同匂宮u芯o2同ユ仲宮E胆包色H民E仲広白
B
ミ
.

1

寸門日日伊z
H届o
』守。ロ
R吋ヨ目
E恒包-。え同】可
v。色
H正目広庄仲巴仲芯口胆巴H
 

凶口
8。
ロ
。
目
u可可〉祖工一ロ
Ug.
巴
ωH
こ
こ
で
は
、
こ
の
論
稿
を
中
心
に
と
り
あ

げ
、
同
時
に
一
九
四
八
年
の
労
作
、
凶
ソ
]
同
町
司
柏
戸
H
g
g
a
H
S
M
U
R
E
E

出血

E
・
g
-
c
B
E
F
q
R
Z
H由
民
一
可
早
叩
臼

p
z
g
d「OHW
の
重
要

論
鮎
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

〈

4
)

詳
し
く
は
拙
稿
「
ホ
プ
ソ
ン
管
園
主
義
の
経
済
事
的
性
格
」

(
「
経
梼
系
」
=
一
三
銃
)
お
よ
び
静
岡
均
「
帝
図
主
義
の
経
済
事
」
(
京

大
「
経
済
論
議
」
七

O
の
三
、
七
回
の
=
一
)
を
み
よ
。

(

5

)

マ
ル
ク
ス
主
義
的
帯
図
主
義
論
に
闘
す
る
最
近
の
ま
と
ま
っ
た

論
稿
と
し
て
は
、
柏
原
茂
編
著
「
マ
ル
ク
ス
経
済
撃
の
稜
展
」
(
河

出
経
済
事
読
全
集
八
容
)
が
あ
る
。

(

6

)

閃
・
同

B-件
闘
】
門
司
の
代
表
的
な
も
の
と
し
日
て

E
U
R
岡田匂相時間

p

日
目
白

B
E
J
恩師

Z
2
0
N
O
F
M
M内
M
H
H
(
S
E
)
ω
m・唱。
NtNNW

が
あ
る
。

(
7
)
0・
凶
恒
国
号
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

E
Uぽ

k
r
E
B自
己
注
目
・

。
凶
凸
四
回
内
科

Mv-SZ1
り
即
時
居
間
同
岡
田

NO広
M
M
M
n
H
(
S
H
ω
)
u
m
m
∞ωH

l
a
-
∞a
N
I
Z
お
よ
び

E
m
Z
H
H広
O
B
Eと
g
片
品
。

5
色色目。

ω
O
M
E
a
o
B
O宵
但
丘
町
〈
お

ghp・
4
2
F
m
凸

2
4
5
8
0吋
〈

OHE-

HM国凸
HHHHFロ《出回目
MV
区
内
肖
阿
『
盟
ロ
庄
司
P
H
b
o可
-N円
山
町
内
凶
・
が
あ
る
。

(

8

)

同し

-
F
F白ロロ
H
Y
F
W
K
F
8ロ
自
民
主
同
Oロ
山
口
ロ
曲
一
立
SHAHwp一]UHg

H
g臼
胆
ド
ロ
凶

m
B
g
a
-
回世仲
4同

q
E
3
2
2
2ユ
酔
全
国

g
a窓
口
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